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オンライン資格確認義務化は中止を

　「患者も医療者も求めていない」「義務化は撤回を！」－

－。政府がオンライン資格確認の来年 4 月からの原則義務

付けを示したことに対して、協会が撤回を求めて行ってい

る医師・歯科医師署名。9 月 9 日までに、FAX とオンライ

ンで医師・歯科医師 385 筆の署名が寄せられ、「私の一言」

欄には、撤回を求める会員の声がびっしりと書き込まれて

いる。神戸支部の会員から寄せられた声の一部を紹介する。

・導入した施設でトラブルが多発して職員に負担を強いて

います。短時間での対応はとても困難です。（北区・医師）

・カードリーダーを普通に使用する場合、現在の電子カルテでは接続できず、新しい電子

カルテを再度購入しないといけないようで１００万円単位の機械が必要でとても補助金

では足りません。これだけのために更新するにはあまりにも高額です。（須磨区・医師）

・国家権力の横暴を許すな！（北区・歯科医師）

・マイナンバーカードそのものに反対です。（北区・歯科医師）

・マイナンバーカードの交付状況も 50％にも満たない状況で、保険証をなくしてしまう

のは現実的ではない。国民が求めていないから普及しないのだと思う。（西区・医師）

・個人情報の安全性が充分に担保されず国民の便宜より政府による国民把握をねらうマイ

ナンバーカード制度の普及につながるオンライン資格確認システムの導入義務化に反対

する。（東灘区・医師）

・導入するには、また経費が掛かってしまうこと。正直、めんどうくさいところもありま

すし、スタッフにも負担がかかるので、導入の義務化は撤回していただきたいです。

（垂水区・歯科医師）

※２面が署名用紙となっておりますので、まだの方はぜひご協力をお願いします

医師・歯科医師署名に切実な声

9 月初旬に会員医療機関に

FAX 送信した署名用紙
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　協会が地域住民や商工団体などとつ

くる東灘区社会保障推進協議会は７月

28 日、第 23 回総会を東灘区内でオンラ

イン併用で開催。加盟各団体などから

18 人が参加し、2021 年度まとめと 2022

年度方針案、会計報告が承認された。

役員として、口分田真会長 ( 兵庫県保

険医協会神戸支部幹事、口分田玄瑞診

療所所長 ) らが選出された。新年度方

針として社会保障を前進させる運動や相談・学習活動の強化、新たなＳＮＳの活用を含め

た情報発信の強化を行っていくことなどが確認された。。

　口分田会長は開会あいさつで、「参議院選挙の結果は、社会保障費抑制政策の転換が必

要という私たちの訴えを知らせる取り組みが足りないことによるものだ。来年春には統一

地方選挙があり、東灘区で私たちの訴えと一致する議員を当選させよう」「ロシアのウク

ライナ侵略に反対して毎朝スタンディングを始め、４カ月続けることができた。命を守る

には平和あってこそ。侵略反対のアピールを続けていきたい」「社会保障削減政策を行っ

てきた安倍元首相は国難であり、『国葬』はありえない」などとあいさつ。安倍元首相の「国

葬」に反対し社会保障充実を求めるアピールを発表することを提案した。アピールは会場

で承認された。

　学習記念講演は、『９条とウクライナ問題　試練に立つ護憲派の混迷を乗り超えるため

に』（あけび書房）を出版したばかりの深草徹元弁護士が、ウクライナ問題からみえる日

本国憲法の重要性について講演。深草氏は、憲法９条の精神について、第１項にある「日

本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し」という文言は、日本国民は、

国際平和を誠実に希求し、その確立と維持をめざし国際社会の先頭に立つために国家主権

を積極的に行使することを宣言している積極的平和条項であり、国民が主体的努力をしな

ければお守りにすぎなくなってしまうと解説した。

　そして、国際憲章に違反する侵略であるロシアのウクライナへの武力攻撃は、各国の覇

権主義・軍事同盟に基づいた国連常任理事国制度のもとでは解決が困難であり、軍事同盟

を解消し、国連改革を行って国際法・国連憲章に基づいて解決することが必要とし、日本

国民はこの実現のために努力をしなければならないと訴えた。
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東灘区社会保障推進協議会が総会

平和・社会保障充実の実現へ
不断の努力重ねよう

口分田真・支部幹事を会長に再任

「命を守るには平和あってこそ」と語る口分田支部

幹事（右）と記念講演した深草元弁護士（左）

返信 FAX 078-393-1802 
内閣総理大臣 殿 
厚生労働大臣 殿 
国会議員  各位    

 2022 年９月 
兵庫県保険医協会 

  理 事 長 西山 裕康 
歯科部会長 加藤 擁一  

                                    
オンライン資格確認のシステム導入義務化と 

健康保険証の原則廃止の撤回を求める医師・歯科医師要請署名 
 

 
8 月の中医協で、「療養担当規則」により紙レセプト請求以外の医療機関等にオ

ンライン資格確認を義務付けるとする答申がまとめられました。このままでは対
応できない医療機関を閉院・廃業に追い込み、憲法で保障された患者の受療権を
侵害することになりかねません。 
オンライン資格確認の導入は、金銭的人的負担を医療機関に押し付けるもので

すし、患者・国民の多くは、マイナンバーカードを保険証として利用することを
望んでいません。 
これまで同様、保険証は交付した上、マイナンバーカードの利用は任意とする

形の方がはるかに簡便で合理的です。 
私たち医師・歯科医師は、以下の事項を要望いたします。 
 

記 
 

一、 医療機関等へのオンライン資格確認のシステム導入の義務化は撤回すること。 
 
一、保険証はこれまで通り交付すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
住   所： 
医療機関名： 
氏   名： 

私の一言 

オンライン署名は右の QR コードから！➡
右のＱＲコードから署名サイトにアクセスし、必要事項をご記入
ください。入力は 1分以内に終わります。


